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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
９
９
２
Ｃ

【
作
者
名
】

　
高
富
晴
義

【
あ
ら
す
じ
】

　
世
界
に
住
む
、
不
思
議
な
能
力
者
同
士
の
頭
脳
勝
負
・
・
・
最
後
ま
で
生
き

残
る
の
は
誰
だ
？
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第
一
章
・
異
変
（
前
書
き
）

こ
の
小
説
に
は
、
猟
奇
的
な
描
写
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
心
の
弱
い
方
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。
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第
一
章
・
異
変

世
界
に
は
不
思
議
な
能
力
を
持
っ
た
人
間
が
い
る
と
い
う
・
・
・

彼
も
そ
の
１
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
・
・
・

西
暦
２
０
１
０
年
・
・
・

俺
の
名
前
は
、
月
島
 

裕
一
・
・
・

何
の
変
哲
も
な
い
只
の
高
校
生
で
あ
る

学
校
に
着
き
、
カ
バ
ン
を
広
げ
る
・
・
・

ハ
ッ
キ
リ
見
え
な
い
、
眼
鏡
を
掛
け
て
い
る
は
ず
な
の
に
。

「
お
か
し
い
な
・
・
」

眼
鏡
を
外
し
て
み
る
・
・
・
す
る
と

「
あ
れ
、
見
え
る
・
・
・
見
え
る
ぞ
！
！
」

そ
う
、
俺
の
視
力
が
急
激
に
回
復
し
た
の
だ
っ
た
・
・
・

し
か
し
、
次
の
瞬
間
に
は
視
力
は
元
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

体
育
の
時
間
、
運
動
神
経
も
そ
れ
ほ
ど
良
く
な
い
俺
に
と
っ
て
退
屈
な
時
間
だ

っ
た
。

し
か
し
、
今
日
の
野
球
は
違
う
か
っ
た
４
打
席
４
ホ
ー
ム
ラ
ン
・
・
・

帰
り
道
、
急
い
で
帰
っ
て
も
４
０
分
は
か
か
る
道
を
５
分
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
・

・
・

俺
は
、
や
っ
と
自
分
の
変
化
に
気
付
い
た
・
・
・

俺
が
、
求
め
た
身
体
能
力
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
・
・
・

「
こ
れ
で
、
俺
に
敵
う
人
間
は
い
な
い
・
・
・
」
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私
の
名
前
は
水
野
 

怜
華
。

世
界
で
一
番
美
し
く
雅
や
か
な
高
校
生
で
す
。

し
か
し
、
私
に
も
想
い
を
寄
せ
る
人
が
い
ま
す
。
同
じ
ク
ラ
ス
の
月
島
 

裕
一

君
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
も
、
月
島
君
一
筋
で
生
き
て
い
き
ま
す

「
月
島
君
と
も
っ
と
仲
良
く
な
ら
な
い
と
・
・
・
」

「
月
島
君
！
！
」

「
え
っ
、
水
野
さ
ん
何
か
よ
う
？
」
「
水
野
君
、
今
日
の
野
球
大
活
躍
で
ご
ざ

い
ま
し
た
ね
！
！
」

「
ご
め
ん
、
今
日
急
ぐ
か
ら
！
！
」

・
・
・
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
わ
。

「
さ
ぁ
て
、
由
香
子
に
で
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
か
」

家
に
帰
っ
た
私
は
、
家
の
鍵
が
閉
ま
っ
て
い
る
事
に
気
付
い
た
・
・
・

「
な
ん
で
開
い
て
な
い
の
よ
・
・
・
」

私
は
携
帯
を
取
り
だ
し
た
・
・
。

す
る
と
、
携
帯
が
変
形
し
て
鍵
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

「
え
っ
？
」

私
は
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
も
、
そ
の
鍵
を
門
の
鍵
穴
に
差
し
込
ん
で
み
た
・
・

・「
ガ
チ
ャ
」

開
い
た
・
・
・

「
！
！
」

鍵
が
携
帯
に
一
瞬
で
戻
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
何
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

私
は
花
丘
 

蓮
次
と
申
し
ま
す
。
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毒
に
よ
り
１
０
０
人
以
上
の
人
々
を
殺
し
て
い
き
ま
し
た
、
職
業
は
勿
論
無
職

で
す
。

私
は
、
数
年
前
か
ら
毒
を
空
気
か
ら
作
り
出
す
能
力
を
手
に
入
れ
た
・
・

今
回
の
目
標
は
斎
藤
 

芳
美
、
警
察
官
で
あ
る

私
の
復
讐
の
為
に
５
人
が
犠
牲
に
な
る
予
定
だ
。

斎
藤
 

芳
美

金
井
 

良

山
村
 

健
太

四
宮
 

正
子

渡
辺
 

進

奴
ら
は
゛
あ
る
共
通
点
゛
で
選
ば
れ
て
い
る
。

奴
ら
に
復
讐
す
る
ま
で
は
捕
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
・
・
・

私
は
、
斎
藤
 

芳
美
の
家
前
ま
で
到
着
し
た
。

「
す
い
ま
せ
ー
ん
、
ト
イ
レ
お
借
り
し
た
い
ん
で
す
が
～
」

「
あ
ぁ
、
ど
う
ぞ
」

「
す
い
ま
せ
ん
」

私
は
ト
イ
レ
横
の
洗
面
台
の
蛇
口
に
炎
症
を
起
こ
す
毒
を
塗
っ
た
。

そ
し
て
、
タ
オ
ル
に
Ｄ
の
文
字
を
書
く
・
・
・

こ
れ
で
、
作
戦
終
了
だ
・
・
・

私
は
、
探
偵
事
務
所
を
経
営
す
る
典
妙
寺
 

豪
と
申
し
ま
す
。

今
、
私
が
追
っ
て
い
る
の
は
連
続
毒
殺
犯
・
・
・
完
璧
主
義
の
凶
悪
殺
人
犯
で

す
。

奴
は
、
一
切
証
拠
を
残
さ
な
い
の
が
特
徴
で
警
察
も
一
切
証
拠
が
掴
め
て
い
な

い
。
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私
に
は
、
不
思
議
な
能
力
が
あ
る
・
・
・
顔
み
し
り
の
人
間
が
今
ド
コ
に
い
る

か
が
一
瞬
で
分
か
る
、
私
は
こ
の
能
力
を
゛
サ
ー
チ
能
力
゛
と
呼
ん
で
お
り
、

他
に
も
能
力
が
あ
る
事
を
調
べ
あ
げ
た
。

私
は
あ
る
能
力
者
に
急
接
近
す
る
事
に
し
た
・
・
・

そ
う
私
は
月
島
 

裕
一
に
協
力
を
要
請
し
に
来
た
の
で
あ
る
。

典
妙
寺

「
こ
ん
に
ち
は
、
月
島
君
」

月
島

「
ど
な
た
で
す
か
？
」

典
妙
寺

「
あ
な
た
は
、
最
近
不
思
議
な
能
力
を
手
に
入
れ
ま
し
た
ね
？
」

月
島

「
っ
！
・
・
・
」

典
妙
寺

「
ど
う
や
ら
、
図
星
の
よ
う
で
す
ね
」

月
島

「
あ
ん
た
何
者
だ
？
」

典
妙
寺

「
し
が
な
い
探
偵
で
す
よ
・
・
・
」

さ
ら
に
私
は
質
問
を
し
た
。

典
妙
寺

「
あ
な
た
の
能
力
は
変
装
能
力
で
す
ね
？
」

月
島

「
は
い
っ
？
、
違
い
ま
す
よ
？
」

典
妙
寺

「
嘘
を
言
わ
な
い
で
下
さ
い
、
で
は
私
の
顔
を
想
像
し
て
下
さ
い
・
・
・
」

月
島
 

裕
一
の
顔
は
、
み
る
み
る
私
の
顔
に
な
っ
て
い
っ
た
。

典
妙
寺
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「
ご
覧
く
だ
さ
い
」

私
は
鏡
を
見
せ
つ
け
た
・
・
・

月
島

「
か
、
顔
が
か
わ
っ
て
る
」

月
島
 

裕
一
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
う
だ

そ
し
て
、
私
は
本
題
を
語
り
始
め
ま
し
た

続
く
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Detective
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n7992c/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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